
虚言もく-生力竃
取り巻く周囲の大人たちもまた､しっかりと描かれているのであるo　そうした大人た

ちの多くは良くも悪くも個性的で､ときには人間としての弱きをさらけだし､あるいは自分

らしさを主張し､試行錯誤しながらも-個人としての人生を買こうとする.登場人物がだれ

であれ､この世の中を形成する個々の人間の在り様が過不足なく描かれてこそ､作品にはリ

アリティが伴う｡ ｢スウェーデンの子どもの本は､大人が読んでも面白い｣と言われる所以

は､この辺りにあると思う｡

登場する大人に父親が多いのも､スウェーデンの亨どもの本の特徴と言えるだろう｡日々

の暮らしにおいてそれだけ自然に､父親が子育てに参加していることの表れと読みとれる｡

実際､子どもが寝る前の読み聞かせは､父親の日課だという家庭も少なくない｡

もちろん､離婚､再婚､同棲婿が多いスウェーデンでは､実の両親がそろっていない家庭

も珍しくない｡このような状況もまた､亨どもの本にストレートに反映される｡たとえば､

Fパパはジョニーつていうんだ3　という絵本｡理由あって離婚したパパとママ｡主人公のテ

ィムはママと別の町で妻らすo今日はパパがティムに会いにくる日｡久しぶりに父と息子が

=人で過ごす一Bが､ティムの視点で淡々と語られる｡そこには､たとえ乱れて暮らしてい

ても､つねに通い合う親子の愛情と信頼感が満ちあふれている.

スウェーデン社会の根底には､子どもの人格を尊重し､その手にとっての最善を見出そう

という考え方があり､児童福aJ:や法制度はもとより､家庭生活にも深く浸透している｡未来

を担う次世代を育むには､確立された個を持った大人が､男女を問わず､真剣に取り組まな

ければならない｡子どもの本を通してスウェーデン社会を垣間見ることにより､私たちが得

られるヒントは実に様々である｡

【菱木晃子(ひしきあきらこ)さん･プロフィール】
翻訳家. 1960年生まれ｡慶腰義塾大学卒業｡

現在､スウェ-デンを中心に児童書の翻訳､紹介に携わるo訳書多数o横浜在住o
)スウェーデンの現代児童文学に

Fシロクマたちのタンス1倍成社『冬の入江j徳間書店『ノーラ､12歳の秋j小峰書店

Fパパはジョニーつていうんだ』 B L出版　アちいさくなったパパj小峰書店などo

information

｢男女共同参画推進プランひがしおおさか21 ｣の平成1 6年度進捗状況報告書を作成しましたo
ホ-ムページにも掲載していますので､どうぞご覧くださいo
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